
S-ＧＡＰで記録・保管を求めているものは、以下のようなものです。

Q ＧＡＰに取り組むと面倒な記帳は増えますか？
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Q 具体的にはどのような記録を残しておけばいいですか？

ほ場や施設は番号や名称をつけて区別しましょう。
地番、面積、栽培歴、所有者や契約条件等を一覧

や地図にし、農作業や営農の計画に役立てましょう。
地図には周辺の建物やほ場、危険か所についても

記録しておくといでしょう。

農薬や肥料の在庫の確認

農薬や肥料の在庫について台帳等
を作成しましょう。
正確な在庫量の把握により、過剰

な在庫や農薬の期限切れなどの無駄
がなくなります。

①ほ場の位置、面積等にかかる記録・保存
②農薬の使用に関する内容の記録・保存（栽培管理記録簿、農薬在庫管理台帳）

③肥料の使用に関する内容の記録・保存（栽培管理記録簿、肥料在庫管理台帳）

④種子・苗、たい肥、土壌改良資材、肥料、農薬等の購入伝票等の保存
⑤野菜の出荷に関する記録の保存

法令上の義務となっているものもあり※、ＧＡＰに取り組むために新たに実施するも
のばかりではありません。
ＪＡ等出荷先のルールですでに作成・保存しているものも多いかもしれません。
リスク管理や無駄な在庫をなくす等のメリットもあるので、ぜひ作成してみましょう。

（作成例）

※農薬の使用に関しては「農薬を使用するものが遵守すべき基準を定める省令（平成15年農林水産省・環境省令第5号）」、野菜の出荷に関

しては「食品衛生法（昭和22年法律第233号）で、記録を保存するよう定められています。

やることが

増えたら

困るなぁ…

（作成例）

（作成例）

きちんと記録しておけ
ば、無駄に買いすぎる
こともないね！



本内容についてのお問合せ先 埼玉県川越農林振興センター(TEL:049-242-1804）

Q 自分で一から作るのは大変です。何か良い様式はありますか？

農薬や肥料の使用状況（栽培管理記録簿）

農薬を使用したり肥料を施用した場合は、下の作成例を参考に記録を残しておきま
しょう。
また、万一の事故発生に備え、出荷先から求められた場合に対応できるように、栽

培管理記録簿は一定期間保存しておきましょう。

出荷記録

農産物を出荷する場合は、右の作成例
を参考に台帳等を作成しましょう。
記録は、取引先から求められた期間（特
になければ２年分程度）保存しましょう。
ＪＡ等に販売を委託している場合は、

出荷記録の作成と保存を依頼して差し支
えありません。

（作成例）

①作業者名

②作物名
④面積

⑤使用（施用）
年月日

③場所

⑥農薬名
または肥料名

⑦使用量・希釈倍数

①品名

②出荷または
販売年月日

④出荷または販売
先の名称・所在地

③出荷量また
は販売量

（作成例）

川越農林振興センターでは、
ここで紹介したものを中心に経
営改善に役立つ参考様式をＨＰ
上に掲載しています。
御自由にダウンロードしてい

ただき、御活用ください。

《S-GAP参考様式集HP》

http://www.pref.saitam
a.lg.jp/b0902/sgapyoush
iki.html

URL QRコード


